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研究成果の概要（和文）：東南アジアの農業・農村が直面する課題を、農村コミュニティの弱体化、農業生産の
工業化、環境保全における主体性の複合として考察した。農業技術に関しては農学的、工学的「ケア」が重要で
あり、これを通じて農業生産と環境保全を並立させうる可能性があるとした。また、農業・農村は、市場経済変
動のセーフティネットであり、高齢者ケアと子供の養育を担う存在であることから、農家世帯の必須の生存基盤
として機能し続けていることを明らかにした。さらに、農業生産の工業化による栽培ブームを農業・農村の健全
な発展の端緒とするためには、土地所有や流通ネットワークの整備ならびに企業の社会的責任が重要であること
を指摘した。

研究成果の概要（英文）：Agriculture and rural societies in Southeast Asia face a bottleneck under 
the three movements: the weakening of rural communities, the industrialisation of agricultural 
production and subjectivisation in environmental conservation. This study attempts to identify the 
research agenda on agriculture and rural societies in Southeast Asia from a multifaceted 
perspective. The main research findings are as follows. Regarding agricultural technology, the 
agronomic and engineering 'care' is important for harmonizing agricultural production and 
environmental protection. The emerging roles of agriculture and rural societies are safety nets 
against precarious market and the space for elderly care and nurturing kinds. Boom cropping is one 
of the major driving forces of agricultural development and provides farmers with the opportunity to
 convert their livelihood to diversified ones if the institutions on land ownership, market economy 
and agro-companies social responsibility are well arranged.

研究分野：人文学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
東南アジアの農業・農村は、農村コミュニティの弱体化、農業生産の工業化、環境保全における主体化という3
つの動きのなかで隘路に直面している。産業化と環境保全の担い手という自給的な生業から転換する大きなチャ
ンスを迎えているが、その基盤となる人材とコミュニティが弱体化している。同時に、2つのチャンスが導く方
向には大きな開きがある。東南アジア諸国では、わが国のように、農業・農村を国策として保護し、育成する体
制は未だ脆弱であり、農業・農村は自らの力でこの隘路を打開することが期待されている。本研究は、このよう
な状況を踏まえて複眼的な視点に立って今日の東南アジアの農業・農村問題に迫ろうとするものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 東南アジアの農業・農村では、今日、3つの動きが進行している。第一は、農村から都市へ
の労働力移動である。東南アジア諸国の産業構造の変革にともない、東南アジア諸国の都市人口
比率は 50％を超えようとしている。より有利な就業機会は都市とその周辺に集中している。と
りわけ若年層の都市への移動は顕著であり、農村には中高齢者が残される。第二は、農業の産業
化である。東南アジアは工業原料となる作物生産の長い歴史をもつ。パラゴムやサトウキビがそ
の代表である。これらに加えて、飼料用のトウモロコシやキャッサバ、近年はパルプ・製紙用の
人工造林、オイルパームが急激に拡大している。この過程でコメからの転換も進行している。バ
イオマスが再生可能資源であること、またその加工技術が急速に進歩していることがこの背景
にある。素材とエネルギーの供給者として、農業は工業との接合を急速に強めている。第三は、
自然環境保全の担い手としての農村である。環境保全は、地球規模で地域共通の課題と認識され、
さまざまなルールが国際的に、あるいは国レベルで定められている。しかし、それらを機能させ
るためには、環境保全の現場に生きる農村の主体的な行動が必須である。この考えは、森林保全
のための国際的な資金配分メカニズムである REDD+等の取り組みに明確に表れている（Angelsen
他 2012）。 
 
(2) この 3つの動きに直面して、東南アジアの農業・農村は隘路に直面している。産業化と環境
保全の担い手という自給的な生業から転換する大きなチャンスを迎えているが、その基盤とな
る人材とコミュニティが弱体化している。同時に、2つのチャンスが導く方向には大きな開きが
ある。工業との接合を強化するためには、生産プロセスの標準化と生産物の規格化を実現するた
めに、自然環境を制御する必要がある。環境保全を推進するためには、所与の自然環境に適応す
る方向で農業や自然資源利用のシステムを改良していく必要がある。東南アジア諸国では、わが
国のように、農業・農村を国策として保護し、育成する体制は未だ脆弱である。農業・農村は自
らの力でこの隘路を打開することが期待されている。 
 
(3) 学術的には、個々の動きに関する研究は活発に展開されている。労働力移動については、出
稼ぎの長期化や常態化、農業労働力の不足、祖父母と孫世帯の増加等が指摘されている（Rigg et 
al. 2011）。産業化に関しては、マレーシア、インドネシアのオイルパーム（Koninck 他 2011）、
大陸山地部や中国・雲南省のゴム（Mann 2009）、各地の人工造林（Hidayat 他 2012）の爆発的
な拡大が報告されており、多くは自然環境への悪影響を指摘している。また、環境保全の担い手
に関しては、生産活動を通じた継続した人為的介入が健全な生態系を維持するうえで有効なこ
と（Pearce 2015）、農村の長期的な土地保有を保証することが政府主導の環境保全よりも効果的
であること（Ding 他 2016）等が指摘されている。しかし、東南アジアの豊かな水熱資源に依拠
したバイオマスの有効活用と自然環境の持続的な保全の実現に向けて、これらの動きを複眼的
にとらえた研究は見いだせない。 
 
２．研究の目的 
 
(1) 上記の 3つの動きが、空間的にどのような分布で、内容的にどの程度の強度で進行している
のかを、これまでの研究蓄積を活用して東南アジア全域を対象として情報を集積し、東南アジア
農業・農村動態の見取り図を作成する。いずれの動きに関しても地域的に偏在している。これら
を統合し、国を超えた地域共通の課題を検討する基盤、また 3つの動きを複眼的に検討する基盤
を作成する。 
 
(2) 見取り図で描いた東南アジア農業・農村の動態を生んだ複合的な背景を明らかにし、将来展
望へとつなげるために、3つの動き相互にどのような因果関係が成り立っているのか、また、促
進、抑制しあっているのかについて、事例研究により検討する。すなわち、農業の産業化は農村
から都市への労働力移動を抑制する効果があるのか、逆に労働節約的な農業システムの導入に
より労働力の流出を促進するのか、環境保全の担い手は労働力移動に影響を与えうるほどに魅
力的なものに成長しうるのか、農業の産業化は農村の環境保全の担い手としての機能を低下さ
せるのか、農業の産業化の下で環境保全の担い手として機能することは可能なのか等について
答えることである。 
 
(3) 都市への過度の人口集中は、未だ都市インフラが脆弱な東南アジアにおいて決して望まし
い状況ではない。長期的に見ても、恵まれた自然環境を活用する産業の育成が東南アジア社会の
健全な発展を導くカギを握る。そのためには、農業の産業化と環境保全の担い手というチャンス
を生かすための新たな研究が必要である。そこで、東南アジア農業・農村の見取り図と動態分析
に立脚して東南アジアの農業・農村が隘路を打開するためのシナリオを提案する。 



 
３．研究の方法 
 
(1) 研究方法は、東南アジア農業・農村動態の見取り図作成のためのメタ分析、東南アジア農
業・農村の動態分析のための合同フィールドワーク、研究アジェンダ提案のための連続ワークシ
ョップからなる。 
 
(2) メタ分析では、東南アジア各国の研究者とともに、英語資料のみならず現地語資料も含めて
収集し、農村から都市への労働力移動、農業の産業化、環境保全の担い手という観点から分析す
る。 
 
(3) 合同フィールドワークでは、3つの動きの組み合わせが異なる東南アジア諸地域を対象とし
て、3つの動きの相互作用を検証する。 
 
(4) 連続ワークショップでは、東南アジアの生態的、社会的条件を吟味したうえで、メタ分析と
合同ワークショップの成果を相互参照、比較分析し、研究アジェンダを提案する。 
 
４．研究成果 
 
(1) Kono 他（2018）では、東南アジアを中心とする熱帯地域を対象として、熱帯農業が直面す
る課題を提示するとともに、農業を支える農村社会にまで視野を広げて今後の進むべき方向性
について議論した。ここでは、熱帯の自然環境は旺盛な水熱循環と高い生物活性に特徴づけられ
ること、それらを制御することは既存の技術では困難だし、制御することの副作用も大きいこと、
したがって熱帯地域の営農においては農学的、工学的「ケア」が重要であり、これを通じて農業
生産と環境保全を並立させうる可能性があるとした。 
 
(2) Tomita 他（2018）では、都市への労働力移動が顕著なタイ東北部とタイのその他の地域の
比較に基づいて、農業・農村の今日的役割を論じた。農業労働力の不足は農業機械化により補わ
れていること、農外収入の増加は水稲作の収入源としての役割を低下させているが市場経済変
動へのセーフティネットとして重視されており、世帯内の役割分担により多くの世帯が継続し
ていること、村外に働きに出ている労働人口にとって農村と在村人口は高齢者ケアと子供の養
育を担う存在であること、すなわち農家世帯の生活や生存を包括的に捉えた場合、農業・農村は
欠くことのできない構成要素であることを明らかにした。 
 
(3) Tuyen Nghiem 他（2020）では、ベトナム北部山地を対象としてコーヒーの栽培ブームとそ
れが地域住民の生業に与えた影響を論じた。コーヒーの栽培ブームにより、農家は従前の焼畑に
よる自給穀物の生産から常畑によるコーヒー栽培に転換し、大きな現金収入を得るようになっ
た。この収入を活用して、オレンジ等を導入し栽培作物の多様化を促進するとともに、農外就業
へも進出するようになった。すなわちコーヒーの栽培ブームが契機となって地域住民は生業を
多様化することができたが、それは農地に関する土地所有制度が信頼できるものであったこと
と商品流通のネットワークが整備されていたことという状況の下で可能であったことを明らか
にした。 
 
(4) Bounthong 他（2022）では、ラオスにおけるゴム生産を題材として、農業生産と環境保全を
両立させるためには、政府による法・制度整備に加えて、農産物の加工・流通を担う企業の CSR
（企業の社会的責任）が重要であることを論じた。ラオスでは近年、パラゴムの生産が急激に拡
大しているが、その大部分は中国やベトナム等の近隣諸国からの農業投資による。生産体系には、
地域住民との契約栽培や農園を開設し地域住民を労働者として雇用する形態があるが、それら
の地域経済の発展や地域住民の福祉への貢献は十分ではない。また、土地利用の荒廃や水環境の
劣化を招いている事例もある。中央政府や地方政府は制度整備により状況の改善を目指してい
るが、その効果は不透明である。ラオスで生産されたゴムは、最終的には、大規模な国際タイヤ
メーカーにより商品化され販売される。これらのタイヤメーカーが生産現場にまで配慮するこ
とにより、農業・農村の健全な発展に貢献することが求められている。 
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